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おせち
●田

た

作
づく

り ●こぶまき ●くろまめ
●くりきんとん●だてまき

ブック
わくわく

　　　　年
ねん

　　　組
くみ

名
な

前
まえ

「おせち」とは、お正
しょう

月
がつ

に食
た

べ
るお祝

いわ

いの料
りょう

理
り

で、「めでたさ
を重

かさ

ねる」と重
じゅう

箱
ばこ

につめて出
だ

さ
れます。おせち料

りょう

理
り

にはそれぞ
れ新
あたら

しい年
とし

への願
ねが

いが込
こ

められ
ています。

昔
むかし

は干
ほ

したいわしを田
た

んぼの肥
ひ

料
りょう

にしました。小
ちい

さないわしを
使
つか

った「田
た

作
づく

り」は豊
ほう

作
さく

を願
ねが

っ
て食

た

べられます。

「こぶまき」は「よろこぶ」に
通
つう

じ、1年
ねん

楽
たの

しく暮
く

らせますよ
うにという願

ねが

いが込
こ

められてい
ます。

黒
くろ

には魔
ま

よけの力
ちから

があるとされ
ていました。「まめによく働

はたら

き、
健
けん

康
こう

に暮
く

らせますように」とい
う願
ねが

いが込
こ

められています。

「きんとん」は、金
きん

色
いろ

にかがや
くかたまりのこと。くりは「勝

か

ちぐり」ともいわれ、運
うん

を呼
よ

び
込
こ

む食
た

べ物
もの

とされてきました。
豊
ゆた

かさと勝
しょうぶうん

負運を願
ねが

って食
た

べら
れます。

「だてまき」は巻
まき

物
もの

（昔
むかし

の巻
まき

本
ほん

）
に似

に

ていることから、たくさん
本
ほん

を読
よ

み、勉
べん

強
きょう

して頭
あたま

がよくな
りますようにと願

ねが

って食
た

べられ
ます。

そのほかのおせち料
りょう

理
り

の名
な

前
まえ

と、そこに込
こ

められた願
ねが

いを調
しら

べて書
か

いてみましょう。

【料
りょう

理
り

】【願
ねが

い】
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